
Concept/Policy
KWEグループコンプライアンス基本方針

KWEグループは、高い倫理観、責任をもって
公正な企業行動を実践し、社会から信頼され
る企業グループを目指します。

1. KWEグループの役員および従業員は、コン
プライアンスを遵守し、誠実かつ良識ある
行動に努めます。

2. KWEグループは、経営判断および事業運
営に当たりコンプライアンスを最優先します。

3. KWEグループは、コンプライアンス違反に
対しては責任ある姿勢で臨み、原因を究明
し再発を防止します。
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Anti-Corruption 腐敗防止の徹底

目標 2021年度以降の進捗 2022年度の取組み/今後の施策案

■ 腐敗防止に関する方針および手順に関す
るコミュニケーションの促進

■ 世界40ヵ国の全従業員を対象にしたKWEグループ統一コンプライ
アンス教育を2022年4月より開始。以降4半期ごとに実施予定

■ コンプライアンスへの全従業員の理解度底上げを目指し、KWEグルー
プ統一コンプライアンス教育（倫理と行動規範：Ethics and Code 
of Conduct）を実施

■ 不正行為に関する業務上のリスクの把握
／確認された不正行為事例の把握と適切
な措置

■ コンプライアンス教育のプラットフォームと内部通報ホットラインのリ
ンクに向けた準備を進行（2022年6月現在）

■ KWEグループ統一の内部通報制度の整備

強固なコンプライアンス体制とガバナンスを追求します
　私たちはGCと連携してリスクを特定・管理し、様々な教育プ
ログラムを実施しています。従業員はコンプライアンス違反に
対する最初の防衛線であるため、腐敗防止への取組みにおい
てはまず従業員への教育が重要です。これと内部通報制度の
強化を並行して進めることで、より実効性の高いコンプライア
ンス強化を図ります。サステナビリティを追求することは企業と

して確固たるガバナンスを追求することでもあり、企業の持続
的成長には強力なコンプライアンスが欠かせません。これらを
実現するため引き続き尽力し
ていきます。 上席執行役員

コーポレート・プランニング&
アドミニストレーション部長
家鋪　義和

VOICE

コンプライアンス体制
　KWEグループリスク管理体制（→P34ご参照）に準じた以下のコ
ンプライアンス体制を構築しています。
● リスク管理統括責任者は、KWEグループにおけるコンプライアンス違反の未然防止な

らびにコンプライアンス違反が発生した場合の対応の指揮を統括
● 本部長は、所管する関係会社のコンプライアンス体制を掌握し、本部におけるコンプラ

イアンス違反の未然防止ならびにコンプライアンス違反が発生した場合の対応を指揮
● 本部長および海外関係会社社長は、以下のいずれかに該当する場合、リスク管理統括

責任者に状況を報告し、その指示に従う。
 （1）社業に関して重大なコンプライアンス違反またはその疑いのある事象を認知した場合
 （2）決裁すべき案件につき、コンプライアンス面で是非の判定ができない場合

●海外関係会社社長は、本部長の指導に基づき、当該関係会社において、「KWE Code 
of Conduct」および「KWEグループコンプライアンス基本方針」に則った適正な企業
行動の推進を図る。

　この体制のもと、昨今の各国規制法の域外適用の拡大や制裁金
の高額化、サプライチェーン全体におけるコンプライアンス意識の
高まりなど複雑・多様化、グローバル化する法的リスクに鑑み、弁護
士資格を持つジェネラル・カウンセル職（以下GC）を2021年4月に
新設しました。これにより、グループ全体としてのコンプライアンス
／リスク対応とガバナンスのさらなる強化を進めています。
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コーポレート部門とGCの連携による
グループレベルでの
コンプライアンス徹底
　事業環境の変化に対応すべく、2021年4月より、コーポ
レート部門とGCの連携によるグループガバナンス／コンプ
ライアンスの強化を図っています。

内部通報制度の再整備
　内部通報窓口はこれまで各法人が個別に設置していまし
たが、従業員がより適切に通報・問題提起しやすい体制をグ
ループ全体で統一的に構築し直し、一元管理していきます。
具体的には、独立したコンプライアンス・ホットライン（直接
通報窓口）を設置し、また、多言語対応を進め、内部通報制
度の標準化を各法人に浸透させ従業員への働きかけを強化
します。
　加えて、グループ全体のコンプライアンスに関する現状・
課題を把握することを目的に、当ホットラインとリンクした分
析・報告ツールを導入します。蓄積されたデータを蓄積・分析・
定点観測することで、グループ全体としてのコンプライアン
スへの取組みを継続的に強化していく構えです。

コンプライアンス教育の拡充
　コンプライアンスを徹底し内部通報制度が適切・有効に機
能するためには、従業員の知識と理解が特に重要です。そ
のため、2022年4月よりグループ共通のコンプライアンス
研修を開始しました。今後も教育環境の整備を進め、期待さ
れるコンプライアンスや内部通報制度の内容について、グルー
プ全従業員の理解度向上を図ります。

　左記の統一されたグローバル・コンプライアンス・トレーニ
ング・プログラムの土台の上に、例えば、日本では別途階層
別教育を実施、APLLではグローバルな贈収賄・汚職防止に
ついてより双方向的で深い内容のウェビナーを展開するなど、
グループ各社が必要性と事情に応じて独自のプログラムを
加え、総体としてさらなる実効性向上を目指します。

コンプライアンス違反について
　2021年度において、反競争的行為、反トラスト法違反、
独占禁止法違反により法的措置を受けた事例はありません
でした。

KWEグループ グローバル・コンプライアンス・トレーニング・プログラム
（eラーニング）

実施予定 コース

2022年

4月～6月 倫理および行動規範

7月～9月 独占禁止法および競争法（基本）

10月～12月

1. ワークプレイス・ハラスメント
  （従業員編）
2. ダイバーシティ、エクイティ、イン

クルージョン（管理者編）

2023年

1月～3月 グローバルな贈収賄および汚職防止
（基本）

4月～6月 職場内暴力といじめ

7月～9月 利害の対立

10月～12月 グローバルワークプレイスハラスメ
ント（従業員編）

1月～3月 独占禁止法および競争法（上級）

2024年
4月～6月 グローバルな贈収賄および汚職防止

（上級）

7月～9月 財務の健全性

eラーニング画面イメージ
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